お別れし てから、 あの 煙草屋の 角の ポストの 処 まで、 

無我夢中で 私が 走った の を 御存じで すか。 あれ は あな 

たにお 別れしたくない 心が、 一種の 反動 作用 を、 私の 

行為の 上に 現 はし ましたの。 それから 私、 走りながら 

も 夢中の 夢の やうに 考 へました こと は 私が もし 一 寸で 

も ふり かへ つたら 私 はまた あなたの 方へ …… いえ t# 

「え」 はくず し 字、 21-6】 つ ひに あなたへ 走り かへ つて、 

永遠に あなたから 離れられない、 あの 月夜の、 月の | 卞 

が 太く 一 本 下界に 落ちて、 その まゝ 停った やうに 真 新 

らしく 白く 木肌 を か v やかした 電柱の 下に しょんぼり 

と 私 を 見送って たって ゐ らっしゃった であらう あなた 



のお そばから。 それから 私 は、 夢中で 走りながら、 ま 

だ こ、 ろの なかで、 はっきり 意識した ことが ありまし 

たの。 それ は、 あなたが、 私の 走る うしろ 姿 を 見送る 

眼に、 これ はまた、 同じ 月の I 卞 でも、 実に、 それ を 濃 

まやかに あなたの 眼に 点附 したやうな あなたのお 涙が 

…… それが、 あなたの 特長で ある、 幅広の 二重 まぶた 

の 所へ あふれ 出て しま はない うち、 つまり そのお 涙 を 

た、 へた ま、 の あなたのお 眼に よって、 昨夜のお 別れ 

の 最後の なかから なくなる 私の 姿 を 完全に みまもって 

いた V き 度い とい ふ 意慾 を、 あの 夢中で 走る 私の 胸に 

はっきりと 私、 意識して ゐ ましたの。 



そのく せどう でせ う、 私、 息せ き 切って ポストまで 

迪 りつき、 赤ぬ りの 少し はげて かたむき か、 つた あの 

裏 街 の 煙草屋の 角の 爺さんの やうな もうろくした ポス 

トの頭 をつ かまへ る やい なや、 その 手へ 満身の 重心 を 

集めて 身体 を さ、 へながら、 直ぐに あなたの 方 を —— 

月の I 卞が 太く 下界に 直立した やうな —— 電柱の 方 を 見 

返しました。 そして、 その 時、 完全に あなた は 私の 視 

界にゐ らっしゃらない。 その 時、 失望と 安心が 同時に 

私に やって まゐ りました の は なぜかと いへば、 それ は 

あなたが、 私 を、 あの 昨夜の 明 煌々 とした 月光の なか 

を、 或、 単純の やうで 複雑で あり、 そして、 恋の 皮肉 



な 心理状態 にもて あそばれた 稚拙な 行為 を、 ありの ま 

まに 行 ひ 終った 私 を、 ポストの 際まで 見送る がいな や、 

それ は 私が、 あなた を 振り かへ ると ほとんど 同時に、 

あの 電柱から 実に 巧妙に、 恋人との 別れの シ ー ンに進 

退す る ことの 機微 を 遺憾 なくなし 終せられ たとい ふ感 

嘆に 価す る 安心で ありました。 が、 やっぱり あき 足り 

ない に は あき 足りない。 やっぱり あなたが いつまでも 

あの 月の I 卞の 直立で ある 電柱の 下で、 いつまでも いつ 

まで も、 私が、 ポストの 角から とうに 曲って しまった 

のちのい つまで も、 あなたから 走り去った 私の 背後の 

帯の 輪の 揺れ、 着物の 裾が ひるが へって 月光に、 どん 
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